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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

 当第２四半期連結累計期間におけるわが国経済は、政府による継続的な経済・金融政策等の効果もあり、景気

は緩やかな回復基調が継続しましたが、地政学的リスクの高まりが見られ、海外経済の不確実性、金融資本市場

の変動の影響が懸念されるなど、先行き不透明な状況が続いております。

 当社グループの主な事業分野であります住宅関連業界につきましては、雇用・所得環境の改善が続くなかで、

新設住宅着工戸数は概ね前年並みで、堅調に推移いたしました。

 このような環境のもとで当社グループは、各事業で製造設備の増強や営業体制拡充などの積極的な展開を行

い、今後を見据えた取り組みに注力いたしました。この結果、売上高は66億２千６百万円（前年同期比0.7％

増）、営業利益は５億６百万円（前年同期比1.0％増）、経常利益は５億４千２百万円（前年同期比0.8％増）、

親会社株主に帰属する四半期純利益は３億６千５百万円（前年同期比0.5％増）となりました。

 

 セグメントの業績は次のとおりです。

 なお、第１四半期連結会計期間より報告セグメントの区分を変更しており、以下の前年同四半期比較について

は、前年同四半期の数値を変更後のセグメント区分に組み替えた数値で比較しております。

ジオテック（地盤改良）事業 

 非住宅関連や東北復興住宅関連工事等もあり、地盤調査や地盤改良工事の販売は好調に推移しております。当

社独自の高耐久性を有した木製パイルを施工材料とする「環境パイル工法」は引き続き販売を伸ばしており、自

社開発の地盤改良関連技術や関連する部材等の販売も増加いたしました。また、液状化防止を目的とする工事の

進行も収益に寄与いたしました。売上高は33億９百万円（前年同期比10.1％増）、営業利益は２億３千８百万円

（前年同期比9.2％増）となりました。

木材加工事業 

 新設住宅着工戸数が堅調に推移する中、各工場の保存木材の生産は非住宅向け乾式処理保存木材の需要増を見

込んだ高水準の稼働を続けており、生産数量は前年同期比増加いたしました。東北工場では新たな製造設備の増

強を行いました。また、保存処理薬剤の販売も堅調に推移いたしました。前年同期は木材保存処理装置２基の販

売がありましたため、当四半期の売上高は19億８千万円（前年同期比6.6％減）と減少しておりますが、営業利

益は１億６千５百万円（前年同期比77.2％増）となりました。

セキュリティ機器事業 

 安心・安全を希求する社会情勢を背景に監視カメラ等セキュリティ機器の需要は底堅く推移しており、販売組

織面では継続的に人員を増強するほか、本年４月に札幌出張所および北関東出張所（さいたま市）を開設しまし

た。今後の展開を見据えた商品サービス面では、セキュリティ機器の死活監視サービスを拡販中であるほか、大

容量の画像データを保管管理するクラウドサービスの提供や、異なるメーカーの映像機器を組み合わせた構成と

するマルチベンダー化のための汎用ビデオ管理ソフトの販売準備を進めております。売上高は、大型の継続案件

が一巡しビジネスの転換期を迎えたことから10億１千万円（前年同期比3.4％減）とほぼ横ばいとなり、また、

人員増や営業拠点拡大による費用先行や為替相場が前年同期に比較し円安傾向であったこと等から、営業利益は

７千３百万円（前年同期比60.4％減）と減少しました。

石油製品事業 

 ガソリン消費の減少傾向が続く環境下、夏場の長雨の影響もあり燃料油の販売数量は減少いたしましたが、ガ

ソリンスタンド店頭でのフルサービス接客対応を徹底し顧客のサービス満足度を上げることに努めました。売上

高は３億２千６百万円（前年同期比0.1％減）、営業利益は２千２百万円（前年同期比94.6％増）となりまし

た。

 

（２）財政状態に関する説明 

当第２四半期連結会計期間末の総資産は103億５千８百万円であり、前連結会計年度末と比較して４億４千６

百万円増加いたしました。

流動資産は、現金及び預金、受取手形及び売掛金の増加等により４億４千８百万円増加いたしました。固定

資産は、繰延税金資産の減少等により２百万円減少いたしました。

流動負債は、支払手形及び買掛金の増加等により２億７千５百万円増加いたしました。固定負債は商品保証

引当金の減少等により２千６百万円減少いたしました。

純資産は四半期純利益３億６千５百万円の計上等により前連結会計年度末から１億９千７百万円増加し、67

億１千５百万円となりました。

 

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

平成30年３月期の通期の連結業績予想につきましては、平成29年４月28日発表の予想数値から変更はありま

せん。
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２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表

    （単位：百万円） 

 
前連結会計年度 

(平成29年３月31日) 
当第２四半期連結会計期間 

(平成29年９月30日) 

資産の部    

流動資産    

現金及び預金 3,147 3,302 

受取手形及び売掛金 2,315 2,457 

商品及び製品 696 826 

仕掛品 13 37 

原材料 402 375 

繰延税金資産 96 107 

その他 95 108 

貸倒引当金 △1 △1 

流動資産合計 6,765 7,214 

固定資産    

有形固定資産    

建物及び構築物（純額） 163 157 

機械装置及び運搬具（純額） 273 252 

土地 776 776 

リース資産（純額） 15 12 

建設仮勘定 － 27 

その他（純額） 35 32 

有形固定資産合計 1,264 1,258 

無形固定資産 31 45 

投資その他の資産    

投資有価証券 60 63 

繰延税金資産 181 164 

投資不動産 1,472 1,468 

その他 147 156 

貸倒引当金 △13 △13 

投資その他の資産合計 1,849 1,839 

固定資産合計 3,145 3,143 

資産合計 9,911 10,358 
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    （単位：百万円） 

 
前連結会計年度 

(平成29年３月31日) 
当第２四半期連結会計期間 

(平成29年９月30日) 

負債の部    

流動負債    

支払手形及び買掛金 1,866 2,290 

リース債務 6 6 

未払法人税等 252 191 

賞与引当金 173 174 

役員賞与引当金 20 － 

その他 397 327 

流動負債合計 2,716 2,992 

固定負債    

リース債務 13 10 

退職給付に係る負債 125 122 

商品保証引当金 425 411 

資産除去債務 15 15 

その他 97 90 

固定負債合計 677 650 

負債合計 3,394 3,643 

純資産の部    

株主資本    

資本金 3,325 3,325 

資本剰余金 1,146 1,146 

利益剰余金 2,045 2,245 

自己株式 △5 △6 

株主資本合計 6,511 6,710 

その他の包括利益累計額    

その他有価証券評価差額金 3 4 

繰延ヘッジ損益 2 － 

その他の包括利益累計額合計 6 4 

純資産合計 6,517 6,715 

負債純資産合計 9,911 10,358 
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第２四半期連結累計期間）

    （単位：百万円） 

 
前第２四半期連結累計期間 
(自 平成28年４月１日 

 至 平成28年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成29年４月１日 
 至 平成29年９月30日) 

売上高 6,582 6,626 

売上原価 4,928 4,950 

売上総利益 1,654 1,676 

販売費及び一般管理費 1,153 1,169 

営業利益 501 506 

営業外収益    

受取利息 2 1 

受取配当金 0 0 

持分法による投資利益 1 1 

受取賃貸料 42 42 

その他 5 4 

営業外収益合計 52 50 

営業外費用    

支払利息 0 0 

賃貸費用 12 12 

その他 2 1 

営業外費用合計 15 14 

経常利益 537 542 

特別利益    

固定資産売却益 12 0 

持分変動利益 5 － 

補助金収入 － 2 

特別利益合計 17 3 

特別損失    

事業撤退損 12 － 

固定資産圧縮損 － 2 

特別損失合計 12 2 

税金等調整前四半期純利益 543 542 

法人税、住民税及び事業税 186 169 

法人税等調整額 △7 7 

法人税等合計 179 176 

四半期純利益 364 365 

非支配株主に帰属する四半期純利益 － － 

親会社株主に帰属する四半期純利益 364 365 
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（四半期連結包括利益計算書）

（第２四半期連結累計期間）

    （単位：百万円） 

 
前第２四半期連結累計期間 
(自 平成28年４月１日 

 至 平成28年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成29年４月１日 
 至 平成29年９月30日) 

四半期純利益 364 365 

その他の包括利益    

その他有価証券評価差額金 △0 0 

繰延ヘッジ損益 △7 2 

その他の包括利益合計 △7 3 

四半期包括利益 356 369 

（内訳）    

親会社株主に係る四半期包括利益 356 369 

非支配株主に係る四半期包括利益 － － 
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（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書

    （単位：百万円） 

 
前第２四半期連結累計期間 
(自 平成28年４月１日 

 至 平成28年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成29年４月１日 
 至 平成29年９月30日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー    

税金等調整前四半期純利益 543 542 

減価償却費 48 49 

事業撤退損 12 － 

固定資産売却益 △12 △0 

持分変動損益（△は益） △5 － 

補助金収入 － △2 

固定資産圧縮損 － 2 

賃貸費用 12 12 

受取賃貸料 △42 △42 

貸倒引当金の増減額（△は減少） 0 △0 

賞与引当金の増減額（△は減少） △1 1 

役員賞与引当金の増減額（△は減少） △15 △20 

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） 15 △3 

商品保証引当金の増減額（△は減少） 3 △13 

受取利息及び受取配当金 △2 △1 

支払利息 0 0 

持分法による投資損益（△は益） △1 △1 

売上債権の増減額（△は増加） △112 △142 

たな卸資産の増減額（△は増加） △90 △127 

仕入債務の増減額（△は減少） 148 424 

その他 17 △90 

小計 519 588 

利息及び配当金の受取額 3 1 

利息の支払額 △0 △0 

補助金の受取額 － 2 

法人税等の支払額 △194 △215 

法人税等の還付額 0 － 

営業活動によるキャッシュ・フロー 328 376 

投資活動によるキャッシュ・フロー    

有形固定資産の取得による支出 △64 △43 

有形固定資産の売却による収入 14 0 

無形固定資産の取得による支出 △5 △4 

投資有価証券の取得による支出 △0 △0 

投資不動産の賃貸に係る支出 △8 △8 

投資不動産の賃貸による収入 36 36 

敷金及び保証金の差入による支出 △1 △2 

敷金及び保証金の回収による収入 4 1 

その他 5 △10 

投資活動によるキャッシュ・フロー △19 △32 

財務活動によるキャッシュ・フロー    

リース債務の返済による支出 △4 △3 

割賦債務の返済による支出 △18 △19 

自己株式の取得による支出 △0 △0 

配当金の支払額 △103 △165 

財務活動によるキャッシュ・フロー △127 △188 

現金及び現金同等物に係る換算差額 △1 － 

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 180 155 

現金及び現金同等物の期首残高 2,511 3,147 

現金及び現金同等物の四半期末残高 2,691 3,302 
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（４）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

  該当事項はありません。

 

（四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用）

 該当事項はありません。 
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ 前第２四半期連結累計期間（自平成28年４月１日 至平成28年９月30日） 

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

                （単位：百万円） 

  報告セグメント 
その他 

（注）１ 
合計 

調整額 
（注）２ 

四半期連結 
損益計算書 

計上額 
（注）３ 

  ジオテック 木材加工 
セキュリティ

機器 
石油製品 計 

売上高                  

外部顧客への

売上高 
3,006 2,120 1,045 327 6,500 82 6,582 － 6,582 

セグメント間

の内部売上高

又は振替高 
－ 491 0 11 503 － 503 △503 － 

計 3,006 2,612 1,045 338 7,003 82 7,085 △503 6,582 

セグメント利益 

又は損失（△） 
218 93 184 11 508 △9 499 1 501 

（注）１．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、各種マッチ製造販売

事業等であります。

２．セグメント利益又は損失（△）の調整額は、セグメント間取引消去１百万円であります。

３．セグメント利益又は損失（△）は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報 

 （固定資産に係る重要な減損損失） 

 「その他」セグメントにおいて、マッチ製造販売事業からの撤退の意思決定に伴い、マッチ製造設備

等の減損損失12百万円を連結損益計算書上、「事業撤退損」として計上しております。 

 

Ⅱ 当第２四半期連結累計期間（自平成29年４月１日 至平成29年９月30日） 

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

            （単位：百万円） 

  報告セグメント 
調整額 

（注）１ 

四半期連結 
損益計算書 

計上額 
（注）２ 

  ジオテック 木材加工 
セキュリティ

機器 
石油製品 計 

売上高              

外部顧客への

売上高 
3,309 1,980 1,010 326 6,626 － 6,626 

セグメント間

の内部売上高

又は振替高 
－ 482 － 19 502 △502 － 

計 3,309 2,462 1,010 346 7,129 △502 6,626 

セグメント利益 238 165 73 22 499 6 506 

（注）１．セグメント利益の調整額は、セグメント間取引消去６百万円であります。

２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

２．報告セグメントの変更等に関する事項 

  前連結会計年度において各種マッチ製造販売事業から撤退したことに伴い、「その他」に含まれている

事業の区分を見直した結果、木材加工事業に含めて管理することとしたため、当第２四半期連結累計期間

より、「木材加工事業」に含めております。 

  なお、前第２四半期連結累計期間のセグメント情報は、変更後の報告セグメントの区分に基づき作成し

たものを開示しております。 

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報 

  該当事項はありません。 
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